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持株会社体制への移行に向けた検討の開始について  

 

当社は、持株会社体制への移行に向けた検討を開始することを決定いたしましたので、お

知らせします。 

 

１．背景・目的 

自動車業界が100年に一度の大変革を迎える中、エネルギー源の多様化に伴うパワート

レインの変化が予想されています。当面、内燃機関搭載車では継続した需要が見込まれる

ものの、中期的には需要鈍化の影響が想定されます。こうした事業環境において、当社グ

ループでは2020年４月に策定した「2030 長期経営計画 日特ＢＸ」の下、自動車関連事業

のみに依存しない事業ポートフォリオへの転換と安定的な成長の両立を目指しています。 

昨今、当社グループを取り巻く事業環境は一層不透明感が増しており、中長期的な視点

でのグループの舵取りを行うことの重要性が増しています。また、それぞれの事業ごとに

市況は異なり、競争力を維持・向上させるには迅速な意思決定と、各事業に適した制度設

計が不可欠になります。このような背景から、さらなる企業価値向上を果たすためには、

グループの統治形態を検討することが必要と考え、持株会社体制への移行を検討すること

としました。 

 

２．移行の方法 

 移行の方法につきましては、当社を分割会社、当社の100％子会社を承継会社とする会

社分割により、事業部門および一部の管理部門を当社から分割することで、当社が持株会

社に移行する方法を想定しておりますが、方法や日程等の詳細につきましては、今後決定

次第、改めてお知らせいたします。 
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